
１．はじめに 

２．エレブロ市 視察調査報告 

●人権尊重と『民主主義』の徹底（スウェーデン全体） 

（１）国家の法で明文化された『民主主義』 

・国家戦略としての『民主主義』の徹底 

・戦略プロジェクト推進の補助金 

（２）国と地方自治体との関係 

・地域政治・行政の自由裁量で自治を遂行 

 ・自治体の歳入の約７割が地方税 
・納税意識が、「税金の使途」を評価する 

●地方行政の執行・評価の仕組み（エレブロ市）  

（３）地方自治における議会と行政と市民の関係 

・エレブロ市の議会および行政の構造 

・市民の委託を受ける「政治家」と選挙 
・政策執行の評価およびフィードバックについて 

 ・日本とスウェーデンの「受益と負担」の考え方の相違 

●多様な計画立案プロセスや事業実施への市民参加（エレブロ市） 

（４）区域委員会の実態と新たな市民参加の視点 

・スウェーデンにおける区域委員会の設立から廃止の動き 

・エレブロ市の区域委員会 
・当事者参加と市民参加の考え方 
・市民参加に対する政治家・職員と市民とのコンフリクト 

（５）多様な市民参加による地域発展プロジェクトの実践例 

    1）中心部と郊外 6地区で進行する『成長・発展プログラム』  
・地域づくりは、「市民みんなの出会い」から   
・地域の『民主主義』を進めるプロセス・リーダー 

    2) Vivalla 地区 プロジェクト（『成長・発展プログラム』の市郊外プロジェクト）  
・移民が多い居住地では、難しい市民参加 

・生徒と親と教師の学校改築への参加 

（６）『民主主義』を担う福祉や教育や警察の現場 

    1）家族センターと家族コンサルタントによる「介護する家族」への支援  
・“高齢者介護”を社会全体でサポートする 

 ・団体代表による「家族協議会」の役割 



    2) 保育園・小学校・養護学校が一体となった Eklunda 小学校  
・個々の能力を重視した学校教育 

・「すべての1歳児からの人権」を尊重 

・学校運営委員会の仕組み 
    3) 自治警察と地域とが連携した犯罪防止協議会  
・国家警察と自治警察との「役割分担と連携」 

・「取り組みの評価」の考え方 

（７）地域自治への参加と表裏一体の「雇用システム」 

・人件費縮減や定数管理、委託に関する考え方の相違 

・「雇用の柔軟性」がプロ意識を育てる 

 

３．おわりに ～スウェーデンと日本の市民参加との相違に関する考察～ 
・日本における「市民参加」の概観 

・日本とスウェーデンの市民参加の「意味の相違」 

・政策と予算使途の「合意形成」のプロセスの確立を 

 


